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カラスガレイ オホーツク公海 
（Greenland halibut Reinhardtius hippoglossoides） 

 
 

管理・関係機関 
農林水産省 

最近の動き 
2000年代半ば以降2020年まで1～2隻がオホーツク公海に

おいてカラスガレイを対象とする底刺網操業を行っていたが、
漁獲量は 2016 年の 534 トンから年々減少しており、2021～
2024年の漁期においては、操業船がなく休漁した。 

利用・用途 
切り身、寿司ネタや惣菜用として利用される。 

漁業の概要 
オホーツク海の中央部には、ロシアが主張する 200 海里水

域に囲まれた公海が存在する。この公海は、概ね東経 148～151
度、北緯 51～56度で囲まれる細長い海域で、ベーリング公海
がドーナッツ・ホールと呼ばれるのに対して、その形からピー
ナッツ・ホールと称される。同公海の北部の水深はおよそ 500 
mと比較的浅く、南に向い次第に急斜面となり、1,000 m以深
となるが、南西部は大陸棚斜面に向って比較的浅くなっている。 
我が国は、2000年 6月に「保存及び管理のための国際的な

措置の公海上の漁船による遵守を促進するための協定」（フラ
ッギング協定）を受諾したことから、オホーツク公海（図 1）
におけるカラスガレイ底刺網漁業は本協定の対象漁業となり、
2000 年度にそれまでの北海道知事許可漁業から大臣承認漁業
に移行し、さらに 2007年度に特定大臣許可漁業になった。そ
の後、2020 年 12 月 1 日に改正漁業法が施行され、特定大臣
許可漁業から大臣許可漁業となった。 
オホーツク公海におけるカラスガレイを対象とした底刺網

漁業は、1986 年に北海道の試験操業として初めて実施された
（依田ほか 1988）。特別採捕の知事許可を得て、5～6 隻が
22.7 cmの大きな目合いの底刺網を操業期間中に延べ1,600百
～2,400百反程度使用して、カラスガレイ成魚を対象とした操
業を開始した。オホーツク公海における漁期は 4～12 月まで
で、冬期間は海氷に覆われるため漁は中断される。本漁業にお
いては、混獲魚として、エイ類等が漁獲される。2000 年以前
の漁業情報や生物情報は、北海道立水産試験場により集められ

ており（北海道水産林務部ほか 2000）、本稿でもこれらの情
報を利用している。 
漁獲成績報告書に基づく1980年代の漁業開始時の漁獲量は

概ね 4,000 トンを超えており、単位努力量当たりの漁獲量
（CPUE、ここでは刺し網 1反当たり漁獲量）も 20～30 kg／
反程度の高い値を示していたが（図 2）、1992 年からはロシ
ア水域での操業が可能になったことから、漁獲努力はオホーツ
ク公海を離れてロシア水域に集中した。このことが 1994年以
降の同公海の漁獲量が 13～767 トンに減少したことに影響し
ている。しかしながら、ほぼ同時に同公海における CPUE が
1991年をピークとして 1990年代中頃の 3.1～8.8 kg／反に急
激に減少しており、その最低値（3.1 kg／反；1996年）はピー
ク時の 10分の 1程度で、資源水準が低下したことが示されて
いる。この原因として、当時、ポーランド等のトロール船がス
ケトウダラを対象にこの海域で操業を行っていた影響を受け
た可能性がある。 

1992～1999年までは本漁業は、オホーツク公海とロシア水
域の両海域を利用しながら行われていたが、2001 年からロシ
ア水域での操業ができなくなり、その後は5～12月の漁期中、
同公海に集中することとなった。このような操業形態の変化を
反映して、CPUEは 1990年代～2000年代初めまで 3.1～31.8 
kg／反で経年的に大きく変動しており、一定の傾向を判断す
ることは困難である。2001 年以降、2019 年までの CPUE は
6.3～22.1 kg／反で比較的安定しており資源状況を反映して

図 1. オホーツク海カラスガレイ分布域（赤）及びオホーツク公海
の漁場（青） 
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カラスガレイ（オホーツク公海）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5年間） 

オホーツク公海における他国の漁獲は確認されていない 

我が国の漁獲量 
（最近 5年間） 

0~341トン 
最近（2023）年：0トン 
平均：94トン（2019~2023年） 

資源評価の方法 操業船 CPUEの動向により水準と動向を評価 

資源の状態 
（資源評価結果） 

・CPUE（5.5 kg/反、2020年） 
・資源水準 
 1986年～2020年のCPUEの最高値～最低値を三等分して、 
高位・中位・低位 として 資源水準を評価すると、資源水準は低位。 

・資源動向 
 公海漁場のみでの操業となった 2002年以降の CPUEの推移で 
資源動向を評価すると、資源動向は減少 

管理目標 資源水準の回復 

管理措置 
・大臣許可漁業制に基づく操業船隻数許可 
・小型魚の漁獲を防止（網目の結節から結節までの長さ 12 cm以上） 
・冬期間結氷のため休漁 

管理機関・関係機関 農林水産省 

最近の資源評価年 2020年（CPUEの得られた最新年） 

次回の資源評価年 未定 
     


